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鳥取県における保育士等需要の将来推計

[１] 就学前児童数の推移及び将来推計

（単位：千人）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

5.295 5.043 5.108 4.997 4.957 4.861 4.882 4.8 4.7 4.6 4.5 4.4 4.3 4.2 4.1 4.00 4.718歳

5.388 5.256 4.877 5.089 4.952 4.942 4.575 4.5 4.4 4.4 4.3 4.3 4.2 4.1 4.1 4.01 4.820歳

5.368 5.366 5.150 4.864 5.077 4.930 4.702 4.6 4.5 4.5 4.4 4.3 4.2 4.2 4.1 4.02 4.957歳

5.574 5.338 5.327 5.165 4.815 5.068 4.856 4.8 4.7 4.6 4.5 4.4 4.3 4.2 4.1 4.03 4.911歳

5.439 5.580 5.261 5.327 5.140 4.806 4.867 4.8 4.7 4.6 4.5 4.4 4.3 4.2 4.1 4.04 5.068歳

5.414 5.405 5.601 5.242 5.286 5.126 801 5.076 5.0 4.8 4.7 4.6 4.5 4.4 4.2 4.1 4.05 4.歳

32.478 31.988 31.324 30.684 30.227 29.733 28.958 28.5 27.8 27.2 26.8 26.3 25.7 25.1 24.6 24.0計 29.275

１）太線内（ ～ ）は、鳥取県の各歳別推計人口(各年 月 日現在）H16 H23 10 1
２）計（ ）は「日本の都道府県別将来推計人口(国立社会保障・人口問題研究所： 年 月推計 」の「０～４歳」に 分の をH32 H19 5 5 6）

乗じて算出

３）各年齢の推計値（ ～ ）は と の年齢毎に単年当たりの減少率を減じて算出H24 31 H23 H32

[２] 保育所･幼稚園入所率（各年度3月1日時点）の推移及び将来推計

１歳児と２歳児について増加分を見越し、平成２４年３月時点(推計)の入所率が将来にわたって続くものとして推計。

（単位：％）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
＜主な変更点＞
･確実性を重視し、Ｈ 年22
度とＨ 年度を比較し、0歳 21.3 22.9 22.6 25.2 26.4 26.4 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 23
明らかに伸びている 歳児1
及び 歳児について増加分1歳 39.6 41.6 45.7 43.9 46.9 48.7 50.7 53.7 53.7 53.7 53.7 53.7 53.7 53.7 53.7 53.7 53.7 2
を見越して推計。

48.5 49.8 52.9 56.1 55.9 59.7 59.9 63.9 63.9 63.9 63.9 63.9 63.9 63.9 63.9 63.9 63.92歳

89.0 91.8 90.3 95.0 98.7 91.3 96.1 96.1 96.1 96.1 96.1 96.1 96.1 96.1 96.1 96.1 96.13歳

99.7 98.8 99.4 99.8 100.0 100.0 99.7 100. 100. 100. 100. 100. 100. 100. 100. 100. 100.4 5，
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0歳

１）太線内（Ｈ１６～Ｈ２２）は実績
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[３] 入所児童数（各年度3月1日時点）の推移及び将来推計 ［１］×［２］

（単位：千人）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

1.129 1.156 1.155 1.257 1.310 1.283 1.491 1.543 1.52 1.49 1.45 1.42 1.39 1.36 1.33 1.30 1.260歳

2.131 2.187 2.228 2.234 2.322 2.409 2.444 2.457 2.42 2.36 2.36 2.31 2.31 2.26 2.20 2.20 2.151歳

2.604 2.674 2.723 2.730 2.838 2.945 2.969 3.000 2.94 2.88 2.88 2.81 2.75 2.68 2.68 2.62 2.562歳

4.960 4.899 4.811 4.906 4.751 4.625 4.719 4.667 4.61 4.52 4.42 4.32 4.23 4.13 4.04 3.94 3.843歳

4.867 4.8 4.7 4.6 4.5 4.4 4.3 4.2 4.1 4.04歳
10.817 10.848 10.796 10.548 10.431 10.281 9.839

5.076 5.0 4.8 4.7 4.6 4.5 4.4 4.2 4.1 4.05歳

21.641 21.764 21.713 21.675 21.652 21.543 21.462 21.61 21.29 20.75 20.41 19.96 19.58 19.13 18.65 18.26 17.81計

１）太線内（ ～ ）は、保育所入所児童数（福祉行政報告例（各年度３月１日現在）と幼稚園園児数（学校基本調査（各年５月１日現在 ）のH16 H22 ）

合計（実績値）

２） 以降の数値は、年齢別将来推計人口［１］に保育所等入所率の将来推計値［２］を乗じて算出H23

[４] 保育士･幼稚園教諭需要の将来推計

（単位：人）

H21 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32＊国の配置基準（ 歳児については1 年度
月 月4.5 1： ）による算出 4 3

208 428 514 507 497 483 473 463 453 443 433 4200歳 児童：保育士 歳児 ３：１0
ク

487 535 546 538 524 524 513 513 502 489 489 478ラ 1歳 1 4.5 1歳児 ：
ス

447 491 500 490 480 480 468 458 447 447 437 427担 2歳 2歳児 ６：１
当

226 231 233 231 226 221 216 212 207 202 197 192職 3歳 3 20 1歳児 ：
員

170 171 162 160 157 153 150 147 143 140 137 1334歳 4 30 1歳児 ：

170 172 169 167 160 157 153 150 147 140 137 1335歳 5 30 1歳児 ：

1708 2082 2124 2093 2044 2018 1973 1943 1899 1861 1830 1783計

1579 1579 1579 1579 1579 1579 1579 1579 1579 1579 1579 1579クラス担当以外（園長、フリー、加配等）

3287 3661 3703 3672 3623 3597 3552 3522 3478 3440 3409 3362合 計 Ａ

4.1 152 151 149 147 146 144 143 141 140 138定年･早期退職者数（Ａ× ％） Ｂ

3551 3521 3474 3450 3406 3378 3335 3299 3269前年度末保育士･幼稚園教諭数 Ｃ ＝（前年度Ａ－前年度Ｂ） －

121 102 123 102 116 100 105 110 93年間の新規雇用必要数 Ａ－Ｃ －

50, 120, 10 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180県内養成施設での養成数（保専 鳥短 鳥大 ）
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121 102 123 102 116 100 105 110 93年間の新規雇用必要数

47 47 47 47 47 47 47 47 47県内・県外養成施設卒業生の県内保育所･ 県外養成施設卒業生

74 55 76 55 69 53 58 63 46幼稚園就職者数（推計） 県内養成施設卒業生(必要数)

１）Ｈ 年度 月及び 月クラス担当職員は、それぞれの時点の実入所児童数を配置基準により算出。21 4 3
２）Ｈ 年度の保育所保育士（Ｈ 県調査結果の有資格者を全保育所数で割り戻して算出）及び幼稚園教諭の人数から、国の配置基準( 歳児に21 21 1

ついては ： )から算出したクラス担当以外の職員（園長、副園長、フリー、加配のほか単純計算による誤差分を含む）を 人と推計し、4.5 1 1579
児童の人数にかかわらず継続し一定人数必要なものとして算出。

３）定年・早期退職者の割合は、Ｈ 年度県保育士調査から正職員の定年・早期退職者の割合。非正規職員についても同率での完全退職者がある21
ものとして推計。

４）県外養成施設卒業生の県内保育所･幼稚園就職者数( )は、近年の資格取得者の保育所・幼稚園就職者が減少傾向(全国)であること、県内にお47
いて、年により変動があることから、Ｈ ～ 年度の平均数 の少数点以下を切り捨てて算出。20 22 47.7

５）県内養成施設卒業生の県内保育所･幼稚園就職者数（必要数）は「年間の新規雇用必要数」－「県外養成施設卒業生」により算出。


